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研究要旨：本研究は脂肪肝(NAFLD, MASLD)を合併した自己免疫性肝炎（AIH）の特徴を明ら

かにし、治療アルゴリズム作成に向けての検討を行うことを目的としている。本年度は愛

媛大学および全国集計を用いて NAFLD(MASLD)合併 AIH の頻度と臨床像を解析した。これま

での報告から、AIHにおける NAFLD(MASLD)の合併頻度は一般集団とほぼ同等と考えられた。

今後は、NAFLD(MASLD)合併 AIH の治療の実態を解析し、治療アルコリズム作成について検

討していきたい。 
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Ａ．研究目的 

近年、肥満人口の増加により脂肪肝

(NAFLD, MASLD)の患者数が増加してきてお

り、他疾患とのオーバーラップも散見され

る。本研究では、脂肪肝を合併した自己免

疫性肝炎（AIH）の臨床病理学的特徴を明ら

かにし、治療アルゴリズム作成に向けての

検討を行うことを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

本邦の全国集計の結果と文献的検索によ

り、NAFLD(MASLD)合併 AIHの臨床像と治療

法の現状および問題点を明らかにする目的

で、愛媛大学および全国集計の評価と文献

的検索を行った。 

（倫理面への配慮）該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

１）1979-2021年に愛媛大学で副腎皮質ス

テロイド投与前に肝生検を施行して AIHと

診断した症例（軽症・中等症）のうち、脂

肪肝（肝細胞の 5％以上の脂肪化）を来し

た症例は 12.3％であり、ほとんどは 2012

年以降の症例であり、最近 10年では

19.7％が脂肪肝を合併していた。また、脂

肪肝合併例では BMI や耐糖能異常の合併が

脂肪肝非合併例に比べて有意に高かった。 

２）本調査班で行われた AIH 全国調査

（2009 年～2013年）において、NAFLDは

17.0％に合併していた（Takahashi A, et 

al. JGH Open 2: 54-58, 2018）。NAFLD合

併例では、非合併例に比して男性の割合が

多く、高齢であり、肝線維化進展例が多い

といった特徴がみられた。 

  

Ｄ．考察 

AIH における NAFLD(MASLD)の合併頻度は

一般集団とほぼ同等と考えれられた。国際

AIH 研究グループの調査でも AIHにおける

NAFLD の合併は 22.8％であった（Zachou K, 

et al. JEP Rep 5: 10078, 2023）。一方、

NASH の合併頻度については 2-3％との報告

が多いが、病態や治療についてはコンセン

サスが得られていない。この理由として

は、両者はお互いに除外診断に定義されて
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いること、どちらの病態を主に反映してい

るかを判断するのが困難であることなどが

想定される。 

治療方針として、メタボリック症状群

（糖尿病、脂質異常症など）に対する食事

療法、薬物療法を強化することは重要であ

ることは間違いない。一方、副腎皮質ステ

ロイドを中心とした免疫抑制療法について

NAFLD(MASLD)非合併例と異なる治療指針を

作成する必要性については、ある程度のク

ライテリアを設定して検討していく必要が

あると思われる。また、副腎皮質ステロイ

ド投与に伴う脂肪肝に対する治療方針につ

いても、病態や予後も含めて検討していき

たいと考えている。 

 

Ｅ．結論 

 AIH における NAFLD(MASLD)の合併頻度は

一般集団とほぼ同等と考えれられた。今後

は、NAFLD(MASLD)合併 AIHの治療の実態を

解析し、治療アルゴリズムの作成につい

て、とくに免疫抑制療法を中心に検討して

きたい。 
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